
福島第1原発2号機の原子炉下部から溶け落ちた核燃料（デブリ）
を取り出すための装置。公開されたデモンストレーションで、

デブリを想定した小石をつかみ上げた＝神戸市兵庫区（代表撮影）

デブリ取り出し装置初公開
東電10月までに試験採取

東
京
電
力
は
、
福
島
第
1

原
発
事
故
で
溶
け
落
ち
た
2

号
機
の
核
燃
料
（
デ
ブ
リ
）
を

取
り
出
す
た
め
の
装
置
を
、

神
戸
市
内
で
報
道
陣
に
公
開

し
た
。
今
後
、
現
場
へ
の
設

置
作
業
な
ど
を
進
め
、
1
0
月

ま
で
に
数
グ
ラ
ム
程
度
の
試

験
的
採
取
を
開
始
す
る
と
い

う。
装
置
は
、
デ
ブ
リ
を
取
り
出

す
た
め
の
釣
り
ざ
お
の
よ
う
な

部
分
と
、
放
射
性
物
質
が
外
に

漏
れ
な
い
よ
う
全
体
を
密
閉
す

す
箱
な
ど
で
構
成
。
約
9
～
2
2

礎
に
伸
縮
す
る
構
造
の
さ
お
を

原
子
炉
側
面
か
ら
進
入
さ
せ
、

儀
か
ら
、
は
さ
み
型
の
萱
ハ

が
つ
い
た
ケ
ー
ブ
ル
を
垂
ら
し

て
物
を
つ
か
む
。

ケ
ー
ブ
ル
の
先
に
は
カ
メ
ラ

が
付
い
て
お
り
、
さ
お
を
伸
縮

さ
せ
た
り
回
転
さ
せ
た
り
し

て
、
目
標
に
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
、
さ
お
の
操
作

は
人
が
遠
隔
で
行
う
必
要
も
あ

り
、
取
り
出
し
開
始
か
ら
完
了

ま
で
の
一
連
の
作
業
に
約
2
週

間
か
か
る
と
い
う
。

デ
ブ
リ
取
り
出
し
は
当
初

2
0
2
1
年
中
の
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
準
備
の
遅
れ
や
、

取
り
出
し
の
進
入
経
路
の
確
保

に
時
間
が
か
か
り
3
度
延
期
さ

れ
て
い
る
。


